





















































































































































































2-c,d）．以下，中切歯部を I1，側切歯部を I2，犬歯部を C，第一小臼歯部を P1，第二

































厚みの変化率を表 1に示す．また，各部位の閉口時と開口時の厚みの比較を図 3に示す． 
閉口時には C 部の厚みが 1.2mm で最も小さく，M2 部で 2.6mm と最も大きかった．開








厚みの変化率を表 2に示す．また，各部位の閉口時と開口時の厚みの比較を図 4に示す． 
閉口時の厚みは I1 部から後方に向かって増加し P2 部の厚みが 5.0mm で最大となり
M2部に向かって減少した．同様に，開口時の厚みも I1部から後方に向かって増加し M1





































































































































でのみ逆の結果であった．P2 部で他の 4 部位と逆の結果になった理由としては，頰小
帯の影響が考えられた．すなわち，上顎の頰小帯は開口時に口腔前庭を浅くする方向に
移動するが，口腔前庭の幅を狭める作用は少ないことが推察された．下顎では I1 部か








































4．印象辺縁部の長さと厚みの変化率を比較すると，上顎では C 部，P1 部，M1 部，M2
部で厚みの変化率が長さの変化率より大きく，P2 部では逆の結果であった．下顎にお
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図 3 上顎印象辺縁部の厚み（＊：p<0.05) 
 















































図 6 上顎印象辺縁部の長さと厚みの変化率の比較(＊：p<0.05) 
（長さの変化率は先行研究より引用 17）） 
 
図 7 下顎印象辺縁部の長さと厚みの変化率の比較(＊：p<0.05) 
（長さの変化率は先行研究より引用 17）） 
